
 

 

風
間
議
員
の
質
問 

問 
新
た
な
新
潟
市
農
業
構
想

を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
各
区

の
特
色
を
生
か
し
た
計
画
と

す
る
た
め
、
区
毎
の
策
定
委
員

会
も
必
要
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
女
性
委
員
の
登
用
も
増
や

す
べ
き
。 

答 

新
年
度
予
算
の
検
討
の
中

で
ど
う
い
う
体
制
に
す
る
か
、

各
区
の
特
性
を
生
か
す
こ
と

に
つ
い
て
は
政
策
上
必
要
な

こ
と
な
の
で
、
そ
う
い
う
観
点

で
議
論
を
す
す
め
た
い
。
女
性
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委
員
の
登
用
に
つ
い
て
は
全

市
的
な
方
向
が
あ
る
の
で
前

回
よ
り
増
や
し
て
い
き
た
い
。 

問 

北
区
郷
土
博
物
館
に
木
崎

村
小
作
争
議
資
料
を
常
設
展

示
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

機
会
を
と
ら
え
、
貴
重
な
郷
土

の
歴
史
を
伝
え
る
木
崎
村
小

作
争
議
資
料
に
、
市
内
の
す
べ

て
の
子
供
達
に
ふ
れ
て
も
ら

う
取
り
組
み
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
木
崎
村
小
作

争
議
記
念
碑
の
維
持
管
理
に

市
の
支
援
は
考
え
ら
れ
な
い

新
た
な
農
業
構
想
に
区
の
特
色
を
生
か
せ
…
風
間
ル
ミ
子
議
員 

医
療
を
受
け
る
必
要
が
生
じ
、

か
つ
医
療
費
の
一
時
払
い
が

困
難
な
と
き
な
ど
に
、
短
期
証

を
交
付
で
き
る
場
合
が
あ
る

の
で
、
い
つ
で
も
相
談
し
て
も

ら
い
た
い
。 

問 

透
析
導
入
に
い
た
る
慢
性

このチラシは政務活動費を利用して作成しています 

飯
塚
議
員
の
質
問 

問 

医
療
費
が
全
額
自
己
負
担

と
な
る
資
格
証
世
帯
の
受
診

率
は
、
平
成
２４
年
度
の
資
格
証

受
診
者
の
疾
病
分
析
で
は
、
滞

納
世
帯
の
７
分
の
１
と
極
め

て
低
く
、
受
診
抑
制
の
重
要
な

要
因
で
あ
る
。
医
療
が
必
要
な

人
に
は
、
短
期
証
へ
の
切
り
替

え
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。 

答 

資
格
証
世
帯
に
つ
い
て
は
、

今後の日程 

15 日（日） 国保学習会（13 時半県生涯学習センター） 

16 日（月） 各常任委員会（請願・陳情の審査） 

17 日（火） 各常任委員会（採決） 

18 日（水） 各特別委員会 

20 日（金） 本会議（採決）  

 

腎
臓
病
は
、
脳
や
心
臓
疾
患
へ

の
関
与
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

初
期
の
慢
性
腎
臓
病
を
早
期

発
見
す
る
判
定
指
標
に
、
血
清

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
値
か
ら
算
出

さ
れ
る
Ｇ
Ｆ
Ｒ
（
糸
球
体
ろ
過

量
）
を
加
え
、
腎
不
全
の
進
行

医
療
が
必
要
な
資
格
証
世
帯
は
短
期
証
に
切
り
替
え
を
…
飯
塚
孝
子
議
員 

を
抑
止
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。 

答 

慢
性
腎
臓
病
の
重
症
度
の

把
握
に
は
、
Ｇ
Ｆ
Ｒ
は
有
効
な

指
標
で
あ
り
、
導
入
に
あ
た
っ

て
は
、
医
師
会
な
ど
と
協
議
し

な
が
ら
進
め
る
必
要
が
あ
る
。 

か
。 

答 

北
区
郷
土
資
料
館
の
常
設

展
示
に
木
崎
村
小
作
争
議
の

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
児
童
生

徒
向
け
の
展
示
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
作
成
し
、
出
前
教
室
な
ど

で
木
崎
村
小
作
争
議
に
関
わ

っ
た
先
人
の
思
い
願
い
を
伝

え
て
行
く
よ
う
努
め
て
い
く
。 

 
 

木
崎
村
小
作
争
議
記
念
碑

は
「
新
潟
市
市
民
文
化
遺
産
制

度
」
な
ど
の
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
認
知
度
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
保
存
会
と
協
力
し
て
後

世
に
伝
え
て
い
き
た
い
。 

 

１
２
月
議
会
一
般
質
問
か
ら 


